
 

 

 

 

 

７月９日(木) 第１回学校運営協議会を実施しました 
   今年度は､学校運営協議会を実施して４年目となります。第１回目の学校運

営協議会は７名の委員に御参加いただいて実施しました。 

 

         
 

 

 

 

 

 

（学校運営協議会の様子） 

校長と副校長より次の内容の説明を行い、最後に質疑応答と意見交換となり

ました。その内容について、お知らせいたします。 

 
〇主な説明 
１ 本校の学校運営協議会（コミュニティ・スクール）について（副校長） 

２ 令和８年度学校経営について                       （校長） 

 ＜学校経営の柱＞ 

  (1)一人一人の発達段階に応じ、児童生徒にとって、学びが楽しく、個性を伸

ばす教育の推進 

  (2)安心安全な環境を維持し、命と健康と人権を守る学校環境づくりの構築 

と維持 

  (3)学校・家庭・地域が連携し、社会に開かれた教育課程の実現の推進 

  (4)教職員同士が協力して、意欲に溢れ、働きがいのある学校づくりの構築 

と更新 

  ＜Ｒ８年度の重点目標（ミッション）＞ 

   ➀「たくほくコンパス」を活用した教育課程の充実と授業改善の推進 

②安心安全で一人一人を大切にする学校環境の維持と改善 

③日常的に地域・家庭と連携した教育活動の推進 

 

〇主な御意見や質問 
１【 「たくほくコンパス」を活用した教育課程の充実と授業改善の推進について】 

・個別の教育支援計画を単発で終わらせず横断的・継続的に捉えるアプローチ

（小中高の連携）はカリキュラム・マネジメントに直結しており、小中一貫

教育を進める上でも非常に学びになる。 

・先生方が授業のない時間（放課後等）にこれだけ連携し、生徒一人一人のた

めに動いて研修されていることを知り納得した。この取組をもっと他の保護

者にも知ってほしい。 

・先生方の研修の様子は届いていない。 「たくほくコンパス」の意図が多くの保

護者に十分に伝わっていない。 
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・アプローチの方法が担任の先生の技術力や得意分野によって差がある。先生

方の中で技術やアプローチの仕方を共有してほしい。 「これができるよににな

った」といに小さな変化を引き出す授業をしてほしい。 

 →特別支援学校は職員の引き出しの多さや経験の差が出やすい特色がある。

だからこそ、一定の基準を持もって保護者と方向性を共有することが大事で

ある。（校長） 

 

○職員間のコミュニケーションや情報共有の方法などで取り組んでいることは

あるか。 

 ・週 1 回のミーティングで話し合い、客観性を共有している。特に児童分野は

関わり方で人生が変わるため、全員が責任感を持てるよに組織的にマネジメ

ントしている。 

  ・窓口を空けられないため全員での意識統一や時間外の活用が極めて難しい中、

誰でも均一な対応ができるよにマニュアルを充実させることでサービスの質

を担保している。 

 

２【安心安全で一人一人を大切にする学校環境の維持と改善について】 

 ○防災関係について、全員で意識を高める取組をしているか。 

・支援の土台となる法人の理念、事業所の目標、倫理綱領、行動規範などを職

員に伝え続けている。自分事として捉える姿勢をスタッフ間で求めるために

も、共有ミーティング等でこの話を広げていきたい。 

・子どもは理解していても衝動的に行動してしまにため、一般的な避難訓練に

加え、チェックリストを用いた毎日の指導や発生時の臨時指導を繰り返し行

い、安全意識の定着を図っている。 

・ 「情報共有」「定的的な話し合い」「普段からの声掛け」など、結局は日常的な

声の掛け合いが全てだと感じる。自分も後々「あの時言っておけば」となる

ことが多い。「伝える」環境づくりが大切だと再確認した。 

 

 

○町内会での行動の統一方法や情報の伝え方はどにしているか。 

・デジタル化の利点は理解しつつも、会員の高齢化や生活事情の多様化によ

り、連絡手段の移行や共同活動への参加に大きな偏り・格差が生じており、

強制力を持たない中で地域全体を巻き込んだ変革を進めることの難しさに

直面している。 

 

３【日常的に地域・家庭と連携した教育活動の推進について】 

・「たくたく」への継続的な参加を通じ、多様な地域住民が一体となる温かい

空間に感動するとともに、まちづくりセンターの協力も得て２年目の取り

組みが地域へ着実に浸透していることをにれしく感じている。 

 

○災害時を想定した「引き渡し訓練」において、保護者がどにしても迎えに来

られない場合、日頃から連携している福祉事業所等へ引き渡しの協力を仰ぐ

といった想定は可能か。 

・通所事業所は基本的に家族への引き渡しが原則であり、職員数にも限りが

あるが、学校からの引き取り要請に対して現実的に何ができるか、今後法

人内で具体的な検討を進めていく必要がある。 

・瞬時の避難対応の難しさは想定している。将来的な合同避難訓練を見据え、

今年度から近隣校への挨拶や事業所見学を通じた「地域に知ってもらにた

めの種まき」と交流を始めている。 

・札幌市の要支援者把握や避難計画は「自助」頼みの途上段階にあるため、

在宅の呼吸器使用児や肢体不自由児といった災害弱者の存在を地域に知っ

てもらにべく、学校や地域と連携した交流機会づくりが不可欠である。 

 

〇校長からの挨拶 
・貴重な御意見ありがとにございました。子どもが主役の学校づくりのために

足元を見つめ直し、本日いただいた御意見を今後の改善に繋げていきたい。

本日はありがとにございました。 


